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･芸 log甫 +(調和 関数)- 孟 logか (調和関数),
が成り立ち､単位円lEl-1の上でp(I())-0であることから､結局


















n(I(" -A , [<l-1･ (2･2)
これより､圧力場の自由境界上の法線方向微分は監 -n･∇p-Re(nw)と書けることを用いて､
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〈AUYe'i言;≡ og,(0, g E'012汀, (4･7,
但し､ここで､U()-p(I()),g(0)-b(I(eiO))である.境界値問題(4.7)の解は､次のポワソン
の積分公式で与えられる｡
U(I)- u o2打諾 g(o)dO･
また､この正則関数版として､次のシュワルツの積分公式が知られている｡(【24】p.42等)
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講義ノート
Theorem 4.4(Schwar2:integralformula)複素単位円盤(I∈C･,回 <<1)上で定義された
正則関数F(I)の美都9-ReFがtz∈C;lzI≦1)上の連続関数に拡張できるとき､Jは次の公
式で与えられる｡
F(I)-去/I,=1品 d- Ⅰ-F(0)･
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